
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

283番

ホリック

レクイエム

ロマネスク

16

07:渇望

72

煉獄

13
眩しい人々

貧しさの底で

花園の4人

出来損ないの雛

3番目の選択

銃声(改変)

憧れの世界がそこにあった。危険のない豊かな場所。暮らす人々は美しく、優雅で、まるで夢のような。……終わった世界で振り返れば、そこは不自然に造り上げられた虚構だと分かる。そこにいた美しい人たちは、みんな閉じ込められていたのだ。

ひどく貧しく、惨めな生活。ろくな食事も取れず、泥水を啜って生き延びていた。獣同然の生活から抜け出そうと選んだ道。軍に入り武器を取った。戦い続けた。色々なものと引き換えにしたし、戦いは止まなかったけれど、ようやく得た満足な暮らしを、手放したくはなかった。

あなたたちはその花園で出会い、そこで何度も同じ時間を過ごしていた。 ほんの短い間だったかもしれない……だが、かけがえのない時間だった。 それに……もう一人、いた気がする。大切な誰かが、もう一人。

あなたが仕える主は、かつて“鳥籠”において“小鳥”になれなかった存在だった。 自分は『出来損ないの雛』なのだと、何かの折にそう零した自嘲的な横顔。 噂では父に疎まれ軍部に追いやられたそうだが……あなたにとってそんなことは何の関係もなかった。主はあなたを重用し、あなたはその期待に応えていた。 信頼し合っていたはず……なのにどうして、今はこんなことになっているのだろう？

あなたは追い詰められていた。主と友人。忠誠と親愛。大切なものと大切なものを天秤にかけて、どうして一つを選べるだろうか？あなたは三番目の選択をした。一つが選べないなら、選ぶ自分を消し去ってしまおうと。あなたは自らの命を絶った。

あなたが苦しみぬいた末に選んだ結末。あなたにとっては苦渋の決断。主人にとっては裏切り行為。ならば、どうすればよかったのか？
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1

中立者

ポジション

メインクラス

メインクラス

サブクラス

頭

頭

頭

頭

頭

頭

頭

頭

腕

腕

腕

腕

腕

腕

腕

腕

胴

胴

胴

胴

業怒

後衛の誇り

死の手

時計仕掛け

のうみそ

めだま

あご

カンフー

手回しハンドル(ボルトヘッド)

スコープ

アンテナ

アドレナリン

こぶし

うで

かた

ショットガン

ダイナマイト

アームバイス

283と書かれた鳥型のナンバープレート

おとこのこ

せぼね

はらわた

はらわた

あるびの

ダメージ

オート

ラピッド

オート

オート

オート

オート

アクション

オート

ジャッジ

ジャッジ

オート

オート

オート

アクション

ジャッジ

アクション

アクション

アクション

ジャッジ

オート

オート

オート

アクション

オート

オート

ジャッジ

効果参照
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自身の与ダメのみ、任意の未練へ狂気点+1で、ダメージ+2

自身の射撃と砲撃の判定値が1以下でも、失敗として処理する。

任意の攻撃マニューバを一つ「ラピッド」で使用できる。

このスキルを取った場合、強化値を問わず3レベル改造パーツを一つ追加で獲得する。また、修復も可能。
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1

肉弾攻撃１

最大行動値+1

支援2

射撃と砲撃のみ、支援2

戦闘にてターンに一度、狂気点＋1のコストを無効にできる。

最大行動値+1

肉弾攻撃１

支援１

移動１

射撃1+爆発。出目+1

砲撃2+爆発+全体。出目-1

支援2/妨害2

08:アクセサリー

自身の対話判定に出目+1できる。

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

支援1
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